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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】シート表面を十分に換気することが可能なシー
トの一例を開示する。
【解決手段】乗物用シートは、一方の面がバックパッド
６の裏面に対向した状態で当該バックパッド６の裏面側
に配設されたプレート材８と、当該プレート材８の他方
の面に対向した状態で配設され送風機７とを備える。こ
れにより、着席者の自重による荷重は、プレート材８の
大きさの範囲に分散して作用する。したがって、バック
パッド６が局所的に大きく変形することを抑制でき得る
ので、複数の流路の断面積が大きく縮小してしまうこと
を抑制でき得る。延いては、シート表面を十分に換気す
ることが可能となり得る。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表面側に表皮が配置された弾性変形可能なシートパッドであって、空気が流通する流路
が設けられたシートパッドと、
　前記シートパッドより剛性が大きい板状のプレート材であって、一方の面が前記シート
パッドの裏面に対向した状態で当該シートパッドの裏面側に配設されたプレート材と、
　前記プレート材の他方の面に対向した状態で配設され、前記流路を流通する気流を発生
させる送風機と
　を備えるシート。
【請求項２】
　前記プレート材と平行な仮想の面を投影面とし、当該投影面に投影されたシートパッド
のうち前記流路以外の部位であって、当該投影面に投影された当該プレート材の外縁側と
重なる部位を支持部としたとき、当該支持部は複数存在し、
　前記プレート材には、前記送風機により誘起された気流が流通する連通口が設けられて
おり、
　さらに、前記投影面に投影された前記連通口を挟んで一方側の領域に第１の前記支持部
が設けられ、かつ、前記投影面に投影された前記連通口を挟んで他方側の領域に第２の前
記支持部が設けられている請求項１に記載のシート。
【請求項３】
　前記第１の前記支持部から前記第２の前記支持部に向かう向きと異なる方向において、
前記投影面に投影された前記連通口を挟んで一方側に第３の前記支持部が設けられ、かつ
、前記投影面に投影された前記連通口を挟んで他方側の領域に第４の前記支持部が設けら
れている請求項２に記載のシート。
【請求項４】
　前記シートパッドには、複数の前記流路、及びそれら流路が繋がったマニホールド部が
設けられており、
　前記投影面に投影された前記プレート材は、前記投影面に投影された前記マニホールド
部より大きく、
　さらに、前記投影面に投影された複数の前記流路は、前記投影面に投影された前記プレ
ート材の外縁を横断するように延びている請求項３に記載のシート。
【請求項５】
　前記シートパッドの表面には、前記表皮の継ぎ目が収納される溝部が設けられ、
　前記投影面に投影された前記流路は、前記投影面に投影された前記溝部を横断するよう
に延びており、
　さらに、前記第１の前記支持部は前記流路を挟んで一方側に位置し、前記第２の前記支
持部は前記流路を挟んで他方側に位置する請求項２に記載のシート。
【請求項６】
　乗物に搭載される乗物用シートにおいて、
　シート本体が請求項１ないし５のいずれか１項に記載のシートにて構成されている乗物
用シート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、シート表面を換気する機能（以下、空調機能ともいう。）を備えるシートに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、特許文献１に記載の乗物用シートでは、バックパット内に空気が流通する流路
が設けられているとともに、送風機にて当該流路に気流を発生させることにより、空調機
能を実現している。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１６－１３２４４８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　バックパッド等のシートパッドは、弾性変形可能で材料（例えば、発泡ウレタン）にて
構成されている。このため、シートパッドの裏面側に送風機等のシートパッドに比べて剛
性が大きい部材が配設されていると、着席者の自重による荷重によって、上記流路の断面
積が縮小するように当該流路が変形してしまうおそれがある。
【０００５】
　すなわち、シートパッドのうち着席者と送風機とにより挟まれた部位には、大きな面圧
が発生する。このため、シートパッドが局所的に大きく変形するので、上記流路の断面積
が縮小する。流路の断面積が縮小すると、当該流路を流通する空気の流量が低下するので
、シート表面を十分に換気することができない可能性がある。
【０００６】
　本願は、上記点に鑑み、シート表面を十分に換気することが可能なシートの一例を開示
する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　シートは、シートパッド（６）より剛性が大きい板状のプレート材（８）であって、一
方の面がシートパッド（６）の裏面に対向した状態で当該シートパッド（６）の裏面側に
配設されたプレート材（８）と、プレート材（８）の他方の面に対向した状態で配設され
、流路（６Ｂ）を流通する気流を発生させる送風機（７）とを備えることが望ましい。
【０００８】
　これにより、着席者の自重による荷重は、プレート材（８）の大きさの範囲に分散して
作用する。したがって、シートパッド（６）が局所的に大きく変形することを抑制でき得
るので、流路（６Ｂ、６Ｃ）の断面積が大きく縮小してしまうことを抑制でき得る。延い
ては、シート表面を十分に換気することが可能となり得る。
【０００９】
　なお、当該シートは、以下の構成であってもよい。
　プレート材（８）と平行な仮想の面を投影面とし、当該投影面に投影されたシートパッ
ド（６）のうち流路（６Ｂ）以外の部位であって、当該投影面に投影された当該プレート
材（８）の外縁側と重なる部位を支持部としたとき、投影面に投影された連通口（８Ａ）
を挟んで一方側の領域に第１の支持部（９Ａ、９Ｃ、９Ｅ）が設けられ、かつ、投影面に
投影された連通口（８Ａ）を挟んで他方側の領域に第２の支持部（９Ｂ、９Ｄ、９Ｆ）が
設けられていることが望ましい。
【００１０】
　これにより、着席者の自重による荷重は、プレート材（８）の外縁部側に確実に分散さ
れ得る。したがって、シートパッド（６）が局所的に大きく変形することを確実に抑制で
き得る。
【００１１】
　第１の支持部（９Ａ）から第２の支持部（９Ｂ）に向かう向きと異なる方向において、
投影面に投影された連通口（８Ａ）を挟んで一方側に第３の支持部（９Ａ、９Ｂ）が設け
られ、かつ、投影面に投影された連通口（８Ａ）を挟んで他方側の領域に第４の支持部（
９Ｅ、９Ｆ）が設けられていることが望ましい。
【００１２】
　これにより、着席者の自重による荷重は、プレート材（８）の外縁部側に確実に分散さ
れ得る。したがって、シートパッド（６）が局所的に大きく変形することを確実に抑制で
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き得る。
【００１３】
　シートパッド（６）には、複数の流路（６Ｂ、６Ｃ）、及びそれら流路（６Ｂ、６Ｃ）
が繋がったマニホールド部（６Ｄ）が設けられており、投影面に投影されたプレート材（
８）は、投影面に投影されたマニホールド部（６Ｄ）より大きく、さらに、投影面に投影
された複数の流路（６Ｂ、６Ｃ）は、投影面に投影されたプレート材（８）の外縁を横断
するように延びていることが望ましい。
【００１４】
　これにより、着席者の自重による荷重は、プレート材（８）の外縁部側に確実に分散さ
れ得る。したがって、シートパッド（６）が局所的に大きく変形することを確実に抑制で
き得る。
【００１５】
　シートパッド（６）の表面には、表皮（５Ａ）の継ぎ目（５Ｂ）が収納される溝部（６
Ｆ）が設けられ、投影面に投影された流路（６Ｂ）は、投影面に投影された溝部（６Ｆ）
を横断するように延びている構成においては、第１の支持部（９Ａ）は流路（６Ｂ）を挟
んで一方側に位置し、第２の支持部（９Ｂ）は流路（６Ｂ）を挟んで他方側に位置するこ
とが望ましい。
【００１６】
　これにより、着席者の自重による荷重は、プレート材（８）の外縁部側に確実に分散さ
れ得る。したがって、シートパッド（６）が局所的に大きく変形することを確実に抑制で
き得る。なお、上記第１の支持部～第４の支持部においては、一部の支持部が重複する場
合も存在し得る。
【００１７】
　因みに、上記各括弧内の符号は、後述する実施形態に記載の具体的構成等との対応関係
を示す一例であり、本発明は上記括弧内の符号に示された具体的構成等に限定されるもの
ではない。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の実施形態に係る乗物用シートを示す図である。
【図２】本発明の実施形態に係るバックパッドを示す図である。
【図３】本発明の実施形態に係るシート空調装置を示す図である。
【図４】本発明の実施形態に係るシート空調装置を示す図である。
【図５】本発明の実施形態に係るバックパッドを示す図である。
【図６】本発明の実施形態に係るプレート材を示す図である。
【図７】本発明の実施形態に係るシート空調装置を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下に説明する「発明の実施形態」は、本願発明の技術的範囲に属する実施形態の一例
を示すものである。つまり、特許請求の範囲に記載された発明特定事項等は、下記の実施
形態に示された具体的構成や構造等に限定されるものではない。
【００２０】
　以下、本発明の実施形態を図面と共に説明する。
　少なくとも符号を付して説明した部材又は部位は、「１つの」等の断りをした場合を除
き、少なくとも１つ設けられている。つまり、「１つの」等の断りがない場合には、当該
部材は２以上設けられていてもよい。
【００２１】
　各図に付された方向を示す矢印等は、各図相互の関係を理解し易くするために記載した
ものであって、本発明は、各図に付された方向に限定されるものではない。各方向は、本
実施形態に係る乗物用シートを車両に組み付けた状態における方向を意味する。
【００２２】
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　なお、本明細書に係る「着席者」とは、乗物の乗員や乗物用シートを利用する者をいう
。したがって、着席者には、現実に着席していない者も含まれる。
　（第１実施形態）
　１．シートの概要
　本実施形態は、自動車、鉄道車両、船舶及び航空機等の乗物に用いられる乗物用シート
に本発明を適用したものである。図１に示す乗物用シート１は、シート本体２等を有する
。シート本体２は、シートクッション３及びシートバック５等を少なくとも備える。
【００２３】
　シートクッション３は、着席者の臀部を支持する部位であって、クッションパッド（図
示せず。）及び表皮３Ａ等を少なくとも有して構成されている。クッションパッドは、発
泡ウレタン等の弾性変形可能な材質で構成された緩衝材である。表皮３Ａは、クッション
パッドの表面側を覆う部材である。
【００２４】
　シートバック５は、着席者の背部を支持する部位である。当該シートバック５は、バッ
クパッド６（図２参照）及び表皮５Ａ等を少なくとも有して構成されている。バックパッ
ド６は、発泡ウレタン等の弾性変形可能な材質で構成された緩衝材である。表皮５Ａは、
バックパッド６の表面側を覆う部材である。
【００２５】
　なお、クッションパッド及びバックパッド６はシートパッドの一例である。つまり、シ
ート本体２を構成する部材のうち弾性変形可能な材質で構成された部材をシートパッドと
いう。
【００２６】
　シートパッドの表面とは、シート本体２のうち着席者が直接的に目視可能な部位である
。つまり、クッションパッドの表面側とは、当該クッションパッドの上面及び側面に相当
する。バックパッド６の表面側とは、当該バックパッド６のシート前方側の面及び側面に
相当する。
【００２７】
　クッションパッドの裏面側とは、当該クッションパッドを挟んで表面側と反対側をいう
。バックパッド６の裏面側とは、当該バックパッド６を挟んで表面側と反対側をいう。し
たがって、バックパッド６の裏面側には、バックパッド６の背面が含まれる。
【００２８】
　２．シート空調装置
　２．１　シート空調装置の概要
　シート本体２には、シート表面を換気するための空調機能、つまりシート空調装置（Ｓ
ＶＳ）が設けられている。以下の説明は、シートバック５に設けられたシート空調装置の
説明である。
【００２９】
　バックパッド６の背面側には、図３に示すように、換気用の送風機７が設けられている
。なお、本実施形態に係る送風機７は、図４に示すように、ランバーサポート装置１０を
介してバックフレーム（図示せず。）に固定されている。
【００３０】
　バックパッド６には、図５に示すように、複数の通気孔６Ａが設けられている。それら
通気孔６Ａは、バックパッド６の表面から背面側に延びている。バックパッド６の背面側
には、図２に示すように、各通気孔６Ａと連通した流路６Ｂ、６Ｃが設けられている。
【００３１】
　各通気孔６Ａは、複数の流路６Ｂ、６Ｃを介してマニホールド部６Ｄに繋がっている。
マニホールド部６Ｄは、バックパッド６に背面側に設けられた空間であって、複数の流路
６Ｂ、６Ｃが集合する空間である。
【００３２】
　なお、各通気孔６Ａは、バックパッド６の表面から背面まで貫通している。各流路６Ｂ
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、６Ｃは、背面側が解放された溝状又は凹部状の部位である。このため、バックパッド６
の背面には、各通気孔６Ａ及び流路６Ｂ、６Ｃの解放側を閉塞する閉塞部材（例えば、フ
ェルト）６Ｅが設けられている。
【００３３】
　バックパッド６の背面側には、図６に示すように、プレート材８が配置されている。プ
レート材８は、バックパッド６より剛性が大きい板状の部材である。当該プレート材８は
、一方の面がバックパッド６の背面に対向した状態で当該バックパッド６の背面側に配設
されている。
【００３４】
　なお、本実施形態に係るプレート材８は、閉塞部材６Ｅに固定された状態でバックパッ
ド６の背面側に配設されている。つまり、プレート材８の一方の面は、閉塞部材６Ｅを介
して間接的にバックパッド６の背面に対向している（図７参照）。
【００３５】
　プレート材８は、図６に示すように、マニホールド部６Ｄの解放側を閉塞するように配
置されている。当該プレート材８には連通口８Ａが設けられている。連通口８Ａは、送風
機７により誘起された気流が流通する。つまり、本実施形態に係る連通口８Ａは、マニホ
ールド部６Ｄに連通する。
【００３６】
　送風機７は、連通口８Ａを閉塞するように、プレート材８の他方の面に対向した状態で
配設されている。このため、送風機７が稼働すると、連通口８Ａを介して流路６Ｂ、６Ｃ
を流通する気流が発生する。
【００３７】
　本実施形態に係る送風機７は、連通口８Ａから空気を吸い込むことにより、当該気流を
発生させる。つまり、シート表面側の空気は、各通気孔６Ａ及び流路６Ｂ、６Ｃを経由し
てマニホールド部６Ｄに集合した後、送風機７に吸い込まれてシート本体２の外部に放出
される。
【００３８】
　２．２　プレート材の配置構成
　プレート材８と平行な仮想の面を投影面とし、当該投影面に投影されたバックパッド６
のうち流路６Ｂ、６Ｃ以外の部位であって、当該投影面に投影されたプレート材８の外縁
側と重なる部位（図６の斜線部）を支持部としたとき、当該支持部は、図６に示すように
、複数存在する。
【００３９】
　すなわち、上記「投影面」は図６の紙面に相当する。「投影面に投影されたプレート材
８の外縁側と重なる部位」、つまり支持部は、図６の斜線が付された部位９Ａ～９Ｆ（以
下、支持部９Ａ～９Ｆと記す。）である。
【００４０】
　投影面に投影されたプレート材８は、投影面に投影されたマニホールド部６Ｄより大き
い。このため、投影面に投影された複数の流路６Ｂ、６Ｃは、投影面に投影されたプレー
ト材８の外縁を横断するように延びている。
【００４１】
　そして、複数の支持部９Ａ～９Ｆのうちいずれかの支持部は、次の要件を満たしている
。すなわち、投影面に投影された連通口８Ａを挟んで一方側の領域、及び投影面に投影さ
れた連通口８Ａを挟んで他方側の領域それぞれに、支持部９Ａ～９Ｆのいずれかが設けら
れている。
【００４２】
　例えば、連通口８Ａを挟んで紙面右側の領域を前記「一方側の領域」としたとき、当該
「一方側の領域」には、支持部９Ａ、９Ｃ、９Ｅが設けられている。連通口８Ａを挟んで
紙面左側の領域を前記「他方側の領域」としたとき、当該「他方側の領域」には、支持部
９Ｂ、９Ｄ、９Ｆが設けられている。
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【００４３】
　つまり、紙面左右方向において、「一方側の領域」に支持部９Ａ、９Ｃ、９Ｅが設けら
れ、「他方側の領域」に支持部９Ｂ、９Ｄ、９Ｆが設けられている。なお、紙面左右方向
（以下、第１方向という。）は、例えば、支持部９Ａから支持部９Ｂに向かう向きと平行
な方向である。
【００４４】
　例えば、連通口８Ａを挟んで紙面下側の領域を前記「一方側の領域」としたとき、当該
「一方側の領域」には、支持部９Ａ、９Ｂが設けられている。連通口８Ａを挟んで紙面上
側の領域を前記「他方側の領域」としたとき、当該「他方側の領域」には、支持部９Ｅ、
９Ｆが設けられている。
【００４５】
　つまり、紙面上下方向において、「一方側の領域」に支持部９Ａ、９Ｂが設けられ、「
他方側の領域」に支持部９Ｅ、９Ｆが設けられている。なお、紙面上下方向（以下、第２
方向という。）は、第１方向と異なる方向の一例である。
【００４６】
　例えば、連通口８Ａを挟んで紙面左下側の領域を前記「一方側の領域」としたとき、当
該「一方側の領域」には、支持部９Ｂが設けられている。連通口８Ａを挟んで紙面右上側
の領域を前記「他方側の領域」としたとき、当該「他方側の領域」には、支持部９Ｅが設
けられている。
【００４７】
　つまり、紙面左下側から紙面右上側に向かう向きと平行な方向（以下、第３方向という
。）において、「一方側の領域」に支持部９Ｂが設けられ、「他方側の領域」に支持部９
Ｅが設けられている。なお、第３方向は、第１方向及び第２方向と異なる方向の一例であ
る。
【００４８】
　例えば、連通口８Ａを挟んで紙面右下側の領域を前記「一方側の領域」としたとき、当
該「一方側の領域」には、支持部９Ａが設けられている。連通口８Ａを挟んで紙面左上側
の領域を前記「他方側の領域」としたとき、当該「他方側の領域」には、支持部９Ｆが設
けられている。
【００４９】
　つまり、紙面右下側から紙面左上側に向かう向きと平行な方向（以下、第４方向という
。）において、「一方側の領域」に支持部９Ａが設けられ、「他方側の領域」に支持部９
Ｆが設けられている。なお、第４方向は、第１方向、第２方向及び第３方向と異なる方向
の一例である。
【００５０】
　支持部９Ａ～９Ｆのうち、特に、支持部９Ａ及び支持部９Ｂは、次の関係を有する。
　すなわち、投影面に投影された流路６Ｂは、投影面に投影された溝部６Ｆを横断するよ
うに延びている。
【００５１】
　溝部６Ｆは、バックパッド６の表面においてシート幅方向に延びる溝であって、表皮５
Ａの継ぎ目５Ｂ（図７参照）が収納される部位である。そして、支持部９Ａは流路６Ｂを
挟んで一方側の領域に位置し、支持部９Ｂは、流路６Ｂを挟んで他方側の領域に位置する
。
【００５２】
　３．本実施形態に係る乗物用シートの特徴
　乗物用シート１は、一方の面がバックパッド６の背面に対向した状態で当該バックパッ
ド６の背面側に配設されたプレート材８と、当該プレート材８の他方の面に対向した状態
で配設され送風機７とを備える。
【００５３】
　これにより、着席者の自重による荷重は、プレート材８の大きさの範囲に分散して作用
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する。したがって、バックパッド６が局所的に大きく変形することを抑制でき得るので、
複数の流路６Ｂ、６Ｃの断面積が大きく縮小してしまうことを抑制でき得る。延いては、
シート表面を十分に換気することが可能となり得る。
【００５４】
　投影面に投影された連通口８Ａを挟んで一方側の領域、及び投影面に投影された連通口
８Ａを挟んで他方側の領域それぞれに、支持部９Ａ～９Ｆのいずれかが設けられている。
これにより、着席者の自重による荷重は、プレート材８の外縁部側に確実に分散され得る
。したがって、バックパッド６が局所的に大きく変形することを確実に抑制でき得る。
【００５５】
　投影面に投影されたプレート材８は、投影面に投影されたマニホールド部６Ｄより大き
く、かつ、投影面に投影された複数の流路６Ｂ、６Ｃは、投影面に投影されたプレート材
８の外縁を横断するように延びている。
【００５６】
　これにより、着席者の自重による荷重は、プレート材８の外縁部側に確実に分散され得
る。したがって、バックパッド６が局所的に大きく変形することを確実に抑制でき得る。
　ところで、投影面に投影された流路６Ｂは、投影面に投影された溝部６Ｆを横断するよ
うに延びている。このため、バックパッド６のうち、流路６Ｂが設けられた部位において
は、バックパッド６の肉厚寸法が小さくなる。したがって、特に、溝部６Ｆにおいて、バ
ックパッド６が局所的に大きく変形する可能性が高い。
【００５７】
　これに対して、本実施形態に係る乗物用シート１では、支持部９Ａ～９Ｆのうち、特に
、支持部９Ａは流路６Ｂを挟んで一方側に位置し、支持部９Ｂは流路６Ｂを挟んで他方側
に位置する。これにより、着席者の自重による荷重は、プレート材８の外縁部側に確実に
分散され得る。したがって、バックパッド６が局所的に大きく変形することを確実に抑制
でき得る。
【００５８】
　（その他の実施形態）
　上述の実施形態の係る送風機７は、ランバーサポート装置１０を介してバックフレーム
に固定されていた。しかし、本願明細書に開示された発明はこれに限定されるものではな
い。すなわち、例えば、送風機７がプレート材８に固定された構成であってもよい。
【００５９】
　上述の実施形態では、通気孔６Ａ及び流路６Ｂ、６Ｃが複数設けられていた。しかし、
本願明細書に開示された発明はこれに限定されるものではない。すなわち、例えば、１つ
の流路が設けられた構成であってもよい。
【００６０】
　上述の実施形態では、投影面に投影された連通口８Ａを挟んで一方側の領域、及び投影
面に投影された連通口８Ａを挟んで他方側の領域それぞれに、支持部９Ａ～９Ｆのいずれ
かが設けられていた。しかし、本願明細書に開示された発明はこれに限定されるものでは
ない。
【００６１】
　上述の実施形態では、投影面に投影されたプレート材８は、投影面に投影されたマニホ
ールド部６Ｄより大きく、かつ、投影面に投影された複数の流路６Ｂ、６Ｃは、投影面に
投影されたプレート材８の外縁を横断するように延びていた。
【００６２】
　しかし、本願明細書に開示された発明はこれに限定されるものではない。すなわち、例
えば、投影面に投影されたプレート材８は、投影面に投影されたマニホールド部６Ｄより
小さい構成、又は投影面に投影された複数の流路６Ｂ、６Ｃは、投影面に投影されたプレ
ート材８の外縁を横断していない構成であってもよい。
【００６３】
　上述の実施形態では、支持部９Ａは流路６Ｂを挟んで一方側に位置し、支持部９Ｂは流
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路６Ｂを挟んで他方側に位置していた。しかし、本願明細書に開示された発明はこれに限
定されるものではない。
【００６４】
　上述の実施形態に係る送風機７は、吸い込み方式の送風機であった。しかし、本願明細
書に開示された発明はこれに限定されるものではない。すなわち、送風機７は、例えば、
押し込み（吹き出し）方式の送風機であってもよい。
【００６５】
　上述の実施形態に係るシート空調装置は、シートバック５に組み込まれていた。しかし
、本願明細書に開示された発明はこれに限定されるものではない。すなわち、シート空調
装置は、シートクッション３に組み込まれていてもよい。
【００６６】
　上述の実施形態では、本発明に係るシートを乗物用シートに適用した。しかし、本発明
の適用はこれに限定されるものではなく、劇場や家庭用等に用いられる据え置き型シート
にも適用できる。
【００６７】
　さらに、本発明は、特許請求の範囲に記載された発明の趣旨に合致するものであればよ
く、上述の実施形態に限定されるものではない。したがって、上述した複数の実施形態の
うち少なくとも２つの実施形態を組み合わせてもよい。
【符号の説明】
【００６８】
　１… 乗物用シート　２… シート本体　３… シートクッション
　３Ａ… 表皮　５… シートバック　５Ａ… 表皮
　５Ｂ… 継ぎ目　６… バックパッド　６Ａ… 通気孔
　６Ｂ、６Ｃ… 流路　６Ｄ… マニホールド部　６Ｅ… 閉塞部材
　６Ｆ… 溝部　７… 送風機　８… プレート材　８Ａ… 連通口
　９Ａ～９Ｆ… 支持部
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